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シリーズ復興計画 第 3 弾ワークショップ地域の未来を話し合おう！

第1回行政区ワークショップ 始まる
～までいの村に陽はまた昇る～

村
で
は
、行
政
区
ご
と
の
地
域
づ
く
り
や
土
地
利
用
の
見
直
し
の

た
め
に
第
１
回
行
政
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。

村
内
の
除
染
や
賠
償
が
進
ま
な
い
状
況
で
、帰
村
後
の
村
の
姿
を

考
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
声
が
多
い
な
が
ら
も
、ふ
る
さ
と
飯

舘
村
を
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
民
一
人
ひ
と
り
、帰
る・帰
ら
な
い
は
別
と
し
て
、行
政
区
ご
と
に

将
来
に
向
け
て
の
議
論
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
重
要
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
課
題
は
、復
興
計
画（
第
４
版
）に

盛
り
込
む
予
定
で
す
。

村
で
は
、
帰
村
に
向
け
て

地
域
づ
く
り
と
具
体
的
な
土

地
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
る
た
め
に
、
行
政
区
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
に
当
た
り
、
検
討

の
前
提
条
件
と
し
て
「
除
染
が

終
了
し
空
間
線
量
が
年
間
５
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
農
作
物

の
作
付
け
可
、
帰
村
率
50
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
、
村
内
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
終
了
、
公
共
施
設
が
再

開
」と
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

７
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
５

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ

れ
た
行
政
区
ご
と
の
課
題
は
、
ど
の

行
政
区
に
も
共
通
す
る
課
題
と
個

別
の
課
題
に
整
理
し
、
８
月
に
行
う

中
間
報
告
会
で
発
表
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
10
月
に
行
う
第
２
回
行
政
区

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
課
題
解
決
の
協
議

を
行
い
、
地
域
づ
く
り
や
土
地
利
用

の
提
案
や
方
策
を
集
約
し
、
復
興
計

画
（第
４
版
）の
地
域
計
画
と
し
て
策

定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
を
も
と
に
、
村
の
施
策

を
検
討
し
、
国
や
県
に
対
し
て
帰
村

後
の
営
農
や
生
活
な
ど
に
対
す
る
支

援
の
制
度
化
や
予
算
措
置
な
ど
を

要
望
す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

中
間
報
告
会（
福
島
県
青
少
年
会
館
）

８
月
12
日（
月
）午
後
６
時
30
分

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月
７
日（
月
）

　
　

関
根
・松
塚
、
臼
石
、
前
田
、
二
枚
橋
・須
萱

10
月
８
日（
火
）

　
　

比
曽
、
長
泥
、
蕨
平

10
月
９
日（
水
）

　
　

飯
樋
町
、
前
田
・八
和
木
、
大
久
保
・外
内
、
上
飯
樋

10
月
10
日（
木
）

　
　

小
宮
、
八
木
沢
・芦
原
、
大
倉
、
佐
須

10
月
11
日（
金
）

　
　

草
野
、
深
谷
、
伊
丹
沢
、
関
沢
、
宮
内

行政区ワークショップに参加して

髙橋正弘さん（長泥）
帰村については、誰でも

帰りたいという気持ちは少

なからず持っていると思い

ます。自分もその思いはあ

るものの、どこかで線引きを

して、次のステップに進みたいのですが、情報がいろ

いろありすぎて、判断できずにいます。家族のことを考

えると、なおさらすぐには判断できません。

村の自宅へ一時帰宅している人もいますが、５年

もすれば自分の家も傷んでしまうので、コミュニティー

センターなどを整備してみんなが集まって宿泊もでき

るようにするといいと思います。自分の家に帰らなくて

も、そこに行けば誰かと話ができるような。そうすれば、

徐々にでもふるさとに足を向ける人が増えるようになる

かもしれないし、ちょっとずつでも帰村についての考

え方が変わる人もいるのではと考えています。

髙橋昭雄さん　齋藤昌良さん（ともに深谷）
除染が終わったとしての話でしたが、除染がはっき

りしていないのに、終わったと仮定して考えるのは難し

いです。部落の中でも避難でばらばらになってしまっ

たので、帰村についてのお互いの意見も分からない

のが実際です。全体が集まる場があまりないから、た

まに会った人としか話す機会がなくて。

これから深谷では、10月に１泊の勉強会をやって、

帰るか帰らないか、困っていることは何か、個人的に

問題を出し合い、組や班ごとにまとめる話し合いをしよ

うと予定をしています。それをワークショップに生かし

たいです。それぞれの家庭の状況もばらばらですが、

帰村の前提は、子どもから老人までが帰れる状態と考

えています。

▲行政区の課題を話し合ったワークショップ（７月24日のようす）

▲課題を付箋紙に書き出していきます

ワークショップで出されている共通の課題
●除染の先行きが見えないと帰村の見通しも立たない。

●高齢者しか戻らないのではないか。

●帰村できるかどうかは農業が再開できるかどうかによる。

●若者が戻れる地域にしないといけない。

●住まないでいる家が傷んできている。

●草刈りなどの共同作業が現在はできているが、今後もで

きるか不安。

●サル・イノシシなどの鳥獣被害がひどい。

●人が半分しか戻らないのであれば、土地も集約して使うこ

とが必要

●雇用がなければ人が戻らないので、何か新しい産業を始

めることが必要

日
間
、
飯
野
出
張
所
で
行
い
ま

し
た
。
各
行
政
区
か
ら
は
、
区

長
を
中
心
と
し
た
５
人
か
ら

10
人
程
度
の
代
表
者
が
、
村
の

復
興
計
画
の
策
定
関
連
業
務

を
委
託
し
て
い
る
株
式
会
社
三

菱
総
合
研
究
所
の
進
行
で
行

政
区
の
課
題
を
話
し
合
い
ま
し

た
。村

内
の
除
染
が
進
ん
で
い
な

い
状
態
で
、
農
地
や
帰
村
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
な
が

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
地

域
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。


